
発行：地域づくり協議会「みよし」 
企画編集：地域づくり支援員（横川・笹子） 
〒２９４－８７０１ 南房総市谷向１００番地（三芳分庁舎内） 

第４０号 
平成２５年１１月２８日 

TEL：０４７０－３６－１１８５ 
FAX：０４７０－３６－１１３３ 

 今年で３回目を迎える三芳中学校の文化祭。台風の影響により２日延期し、１０月２８日（月）に開催されました。   
 午前の部では英語スピーチ、有志によるピアノ演奏・ダンス・日本舞踊の発表。この日のために準備し、練習し
た姿を披露しました。そして、午後の部は三芳中学校伝統の合唱コンクールの発表です。各学年とも練習の成
果を発揮し、大迫力の歌声と美しいハーモニーを会場いっぱいに響かせました。その中でも最優秀賞に輝いた
３年生は、歌声はもちろん指揮も伴奏も素晴らしく、最高学年のプライドをみせつけました。また、ＰＴＡ職員コー
ラスでは、恥ずかしがりながらも楽しそうに歌う姿が印象的でした。今年のスローガン「ＳＭＩＬＥ～輝く笑顔～」
の通り、一日を通して笑顔が溢れた文化祭は、生徒たちの一生の思い出になったのではないでしょうか。 

 三芳の秋の夜を盛り上げる「みよしの夜まつり」。今年は台
風の影響もあり１週間延期して１１月２日（土）に開催しました。 
 プログラムの変更もあったなか、昼の部では「本織笛友会」
が笛と太鼓でお祭り気分を盛り上げました。また、本物のペン
ギンの登場に会場がざわつきます。 
 夜の部にはいると華麗な三味線の演奏、優雅なフラダンス、
元気いっぱいのチアダンスなどの発表が続き、多くの観衆を
魅了。そして、地元千代区の屋台と三芳緑染会（夜まつり実行
委員会）の創作ねぷたの競演が、さらに会場を盛り上げました。
最後は盛大に花火を打ち上げ、夜まつりは幕を閉じました。 

 三芳小学校では１１月２０日（水）に給食レス
トランが開店しました。 
 給食レストランは「日本一おいしいご飯
給食」を目指す南房総市で、地域の人にも
給食を味わってもらおうと始まったもの。 
 この日は地域の方や生産者の方も多数
来場し、１００％南房総市産のコシヒカリで
ふっくらと炊きあがったごはんや三芳産の
風味豊かな韮が入った群雲汁を味わいま
した。利用者の多くが「美味しかった」と口
を揃えていました。 

ごはん 
鰯の蒲焼き 
卯の花炒り煮 
群雲汁 
みかん 
牛乳 

給食レストラン １１/２０のメニュー 

ＰＴＡ職員コーラス ３年１組の合唱 



「 み よ し 」 講 座 ★ 参 加 者 募 集 
～ 山 田 さ ん の 手 打 ち 蕎 麦 教 室 ～ ～三芳の頼朝伝説と史実「吾妻鏡」を読む～ 

 蕎麦打ち名人の山田さんを講師に迎え、自分で打っ
たお蕎麦を楽しむ体験教室です。毎回、定員を上回る
人気講座ですので、お申込みはお早めに！ 

 三芳に残る数々の頼朝伝説。安房における頼朝の足
跡を知るための基本資料になる「吾妻鏡」を読み、そ
の〈伝説〉と〈史実〉との関連に思いをめぐらせ、三芳
と頼朝のつながりを考えてみたいと思います。 

日 時：12月23日（月・祝）１４時~１６時 
場 所：みよし交流館（旧滝田公民館） 
講 師：樋口正規氏 
参加費：３００円（資料代含む） 
要申込：事務局 ☎36－1185（平日９～17時） 

日 時：12月15日（日）１０時~１２時 
場 所：三芳農村環境改善センター ２階 調理室 
持ち物：タオル・エプロンなど 
参加費：１０００円（材料費込み） 
定 員：１０名程度・先着 
要申込：事務局 ☎36－1185（平日９～17時） 

 地域づくり協議会「みよし」では、１０月２０日
（日）に手打ちうどん教室を開催しました。 
 粗ごね、本ごねによる本格的なうどん打ち
ということで、うまく出来るか心配という声
も聞こえてきましたが、講師の丁寧な説明も
あり、皆さん上手にうどんを打っていました。 
 打ったうどんはその場で茹で、参加者全員
でいただきました。自分で打ったうどんは格
別で、皆さん満足そうな様子でした。  １０月２６日（土）に下滝田のギャラリーｓｆｋにて、忍足利彦氏（房

日新聞記者）によるトークライブが開催されました。 
 トークのテーマは房日新聞に連載されている「ザ・鋸山」と「三
芳に残る頼朝伝説」。豊富な知識とユーモアを交えた軽妙な語り
口に皆さん引き込まれていきました。また、コラボイベントとして
トークライブの後には、琵琶奏者の平喜世さんによる頼朝の足跡
の弾き語りがありました。そして、大トリを飾るのが、地域活性化を
願う鋸南の女性グループ・ドリームＫ。「地元に伝わる頼朝伝説」を
テーマにしたオリジナルの紙芝居が上演されました。 

 地域づくり協議会「みよし」資源班では、１１月１６日（土）に『みよし探訪１０～三坂鹿島山から野々山へ～』を、開催し
ました。三坂鹿島山は古代から続く信仰の山で、野々山は館山市最高峰として注目されている山です。 
 当日は朝９時にみよし交流館を出発し、最初に三坂鹿島山山頂の鹿島神社を目指しました。前日の雨で足元が滑
りやすいなか、ジグザグの急登を超え石鳥居を迎えさらに登り、ようやく鹿島神社到着。そこでは、地元三坂区の岡
本さんより、鹿島神社の歴史について、とても興味深いお話をうかがいました。 
 ここからは野々山を目指して尾根道を歩きます。古木の中を歩いていると「気持ちいい」や「地元なのにこんな場
所知らなかった」などの声が聞こえてきます。野々山下の林道に辿りつき、そこからロープの張られた急登をたどり
野々山山頂に到着しました。登りごたえのあるコースに皆さん達成感を感じているようでした。 


